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xy平面上の点 A(1, 2)を通る直線 lが x軸，y軸とそれぞれ点 P，Qで交わるとす
る．点 Rを −→
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を満たすようにとる．ただし，Oは xy平面の原点である．このとき，直線 lの傾きに
かかわらず，点 Rはある関数 y = f(x)のグラフ上にある．関数 f(x)を求めよ．


